
カタカタ通信 

 あけましておめでとうございます！お正月といえば、門松や鏡餅な

どの正月飾りをしたり、おせちを食べたり、初詣に行ったりとめでた

いイベント盛りだくさんです。 

 めでたいというと、コウノトリも負けてはお

らず、「赤ちゃんを運ぶ鳥」や「幸福をもたら

す鳥」というイメージが浮かぶのではないので

しょうか？ 実はこの「赤ちゃんを運ぶ鳥」とい

うお話の発祥は、日本ではなくヨーロッパにあ

ります。ヨーロッパには、シュバシコウという

コウノトリが生息しています。このコウノトリ

を国鳥にしているドイツの中部と北部では、近

くの泉や池や沼からコウノトリが赤ちゃんを運んでくるという伝説が

一般的であり、コウノトリは女神ホレの使者として、命の精を沼から

民家に運ぶといいます（※）。このイメージがいつからか日本に持ち込

まれ、コウノトリは「赤ちゃんを運ぶ鳥」として広まっていったよう

です。 

 今年は、空と花にも赤ちゃんを運んで

きてもらえるよう期待したいと思いま

す。 

※参考文献 「蘇るコウノトリ」菊池直樹 

「赤ちゃんを運ぶ鳥」  ２０２３年１月２日  

第５５号 

コウノトリ 

天空の里 

鴻巣市コウノトリ野生復帰センター 

飼育担当：佐藤 

シュバシコウ コウノトリ科 

空と花 


